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厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業） 分担研究報告書 

九州がんセンターにおける小児がん経験者の実態調査 

二次がん発症例の追跡結果 

岡村 純 国立病院機構九州がんセンター小児科 

 

研究要旨：当施設における小児がん経験者の長期予後および二次がん発症率を明らかにするために

1980年～2009年に経験した症例について実態調査を実施した。この期間に治療を実施した症例は

732例で、二次がんは、12例（1.6％）に発症し、うち4例が甲状腺がんであった。2014年1月31日現

在、12例中5例が死亡、7例は生存中である。二次がん症例は今後も増加する可能性が高いため、厳

重なフォローアップ体制と早期の発見と対応が必要であると考えられる。 

Ａ．研究目的 

当施設の小児がん経験者における二次がんの

発症状況と予後を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

対象：当施設で小児がんと診断された症例を連

続的に抽出し、以下の条件を満たす者を対象と

して調査を実施した： 

１）1980年 1月 1日～2009年 12月 31日に、

当施設において小児がんと診断され 2ヶ月以上

生存しているもの ２）診断時の年齢が 18歳

未満であること  

調査方法：当施設に永久保存されている診療録

から、対象期間（1980年 1月 1日～2009年 12

月 31日）に小児がんと診断され 2ヶ月以上生

存した全例を抽出し、生年月、性別、名前の１

字、診断名、診断年月、最終観察年月、転帰、

二次がんの有無、二次がん発症年月、化学療

法・放射線療法・手術、自家移植、同種移植の

有無を調査した。 

（倫理面への配慮） 

個人を特定できないよう配慮し、取得した全て

の日付は年月までとした。厚生労働科学研究費

補助金(がん臨床研究事業；黒田班)の研究計画

「小児がん診断後の二次がん発症に関する疫

学研究」を倫理委員会に申請し、承認を得た後

に調査を実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

1980年1月1日～2009年12月31日の期間で、

条件に該当する症例は 732例であった。男女比

は 403：329、診断名は白血病、悪性リンパ腫、

MDSなど血液腫瘍が 514例（70％）、固形腫瘍

は 218例（30％）であった。 

二次がん発症例の治療および転帰（表 1）：二次

がんは、12 例（1.6％）に発症し、うち 4 例が

甲状腺がんであった。全例の追跡が可能であっ

た。診断後、5 例が根治摘出手術、5 例が化学

療法、1例が同種移植を受けた。2014 年 1 月末

現在、5例が死亡（死因は一次がんの再発 1例、

二次がんが進行3例）、7例は無病生存中である。

甲状腺がんは診断時にリンパ節転移を認めた

例も含めて 4例全例とも生存中である。 
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表 1 

（2014 年 1月 31 日現在） 

UPN 性別 

年齢 

一次がん 

診 断

年 二次がん 

二次がん

診断年 

二次がん

まで（年） 

移植 

最 終 外

来 観 察

年 転帰 

二次がん

後生存期

間（年） 

1 
女 
9 
膵芽腫 1996 

甲状腺がん 
2012 

16 
自家 2012 死亡 

0.75 

2 女 1 神経芽腫 1984 甲状腺がん 1999 15 なし 2013 無病生存 >14 

3 女 1 横紋筋肉腫 1989 甲状腺がん 2009 20 なし 2014 無病生存 >5 

4 女 16 Hodgkin 1983 骨肉腫 2000 17 なし 2009 死亡 9 

5 
女 
3 
平滑筋肉腫 1999 腎臓がん 2011 

12 
なし 2013 無病生存 

>2 

6 
女 
4 
ALL 1986 

甲状腺がん 
2008 

22 同種 
2013 無病生存 

>5 

7 女 4 ALL 1995 脳腫瘍 2005 10 同種 2006 死亡 1.5 

8 
女 
12 
ALL 1999 軟骨肉腫 2010 

11 同種 
2011 死亡 

>1 

9 
男 
7 
ALL 1999 

悪性神経鞘

腫 
2003 

4 同種 
2004 死亡 

1 

10 男 4 Hodgkin 1989 NHL 2005 16 なし 2013 無病生存 >2 

11 女 11 NHL 1982 MDS 1991 9 なし 2012 無病生存 >22 

12 男 3 ALL 2000 AML 2004 4 なし 2010 無病生存 >7 

 

D．考察 

1980年～2009年の30年間に当施設で治療

を受けた小児がん症例685例のうち確認さ

れた二次がんの発症は12例（1.7％）で、

2001年以降に発症例が増加している。当施

設では、2008年から毎年二次がんの新規症

例が発生していたが、2013年には1例も新

規の発症はなかった。しかし、これまでの

諸報告をみれば、今後も二次がん症例は増

加する可能性が高いため緊密なフォロー

アップ体制と早期の発見と対応が必要で

あると考えられる。 

 

 

 

 

Ｅ．結論 

30年間に当施設で治療を受けた小児がん

症例685例について実態調査を行い、二次

がん発症例は12例（1.7％）であった。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

 

 

 


